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ガラスは原料を⾼温で溶融し、融液を冷却することで得られるが、ほとんどの場合 SiO2や B2O3

などのガラス形成酸化物を主成分とする組成のみがガラス化する。これはガラス形成則と呼ばれ、

この規則からはずれる組成では冷却時に融液と容器壁⾯との接触界⾯から結晶成⻑が起こり、ガ

ラス化しなくなる。我々は浮遊炉を⽤いることで、通常の溶融法では作製不可能であった RE2O3-

–Al2O3 (RE = La–Lu)がバルクガラス化することを報告した[1]。なかでも Gd–Al系は放射線検出⽤

蛍光体として優秀なことが知られており、ガラス化した場合の特性は⾮常に興味深い。本研究で

はレビテーション法を⽤いてCeを添加して蛍光体としての機能を付与したGd2O3–Al2O3ガラスを

作製し、その放射線照射下における蛍光特性について検討を⾏った。本研究では全ての試料に 1%

の Ceを添加し、組成⽐の違いによる発光特性を調査した。 

図 1は Gd/Al⽐の異なるガラス試料の拡散透過スペクトルを⽰す。⾼エネルギー側の吸収帯は

Ce3+の 4f–5d遷移によるもので、吸収帯が Gd/Al⽐の増加によってレッドシフトを起こす。これは

Ce3+周辺の配位環境の変化を⽰唆している。図 2 は同試料のシンチレーションスペクトルを⽐較

している。全ての試料で 400–550 nmに Ce3+によると思われるブロードな発光を観測した。本公演

では、その他シンチレーション特性に関して詳述する。 
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Figure 1 Transmission spectra of Ce-doped Gd2O3–
Al2O3 glasses. 

Figure 2 Scintillation spectra of Ce-doped Gd2O3–
Al2O3 glasses. 
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